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去
る
五
月
十
五
日(

水
ᶞ
小
須
戸
商
工
会
館

に
お
い
て
ᵧ
長
崎
忍
秋
葉
区
長
を
は
じ
め
ᵧ

八
名
の
来
賓
よ
り
ご
臨
席
を
賜
わ
り
第
六
十

四
回
小
須
戸
商
工
会
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
ᵨ 

                  

総
会
で
は
武
田
聡
氏
が
議
長
に
選
出
さ
れ
䣍

令
和
五
年
度
事
業
・
決
算
報
告
䣍
令
和
六
年

度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
等
の
議
案
審
議
が

行
わ
れ
䣍
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
䣎 

令
和
六
年
度
の
重
点
目
標
は
次
の
と
お
り
䣎 

            

ま
た
䣍
商
工
会
が
地
域
振
興
に
ど
の
よ
う

に
関
わ
り
䣍
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
䣬
て
い

く
か
に
関
す
る
行
動
計
画
䣓
商
工
会
地
域
貢

献
ア
ピ
䤀
ル
プ
ラ
ン
䣔
を
策
定
し
䣍
商
工
業
者

は
も
ち
ろ
ん
䣍
住
民
䣍
行
政
等
の
方
々
に
広

く
周
知
し
䣍
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
み

ま
す
䣎
本
年
度
は
䣍
次
に
掲
げ
る
プ
ラ
ン
を

策
定
し
䣍
総
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
䣎 

①
地
域
環
境
の
整
備
と
保
全
に
努
め
劣
美
化

運
動
を
推
進
し
ま
す
劤 

②
行
政
並
び
に
関
係
団
体
と
の
連
携
強
調
を

密
に
し
劣
地
域
経
済
発
展
の
た
め
に
事
業

を
推
進
し
ま
す
劤 

③
商
店
街
の
再
生
を
目
指
し
劣
来
街
者
の
増

加
を
図
り
な
が
ら
賑
わ
い
の
あ
る
街
づ
く

り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
劤 

④
地
域
資
源
を
活
用
し
劣
集
客
・
交
流
人
口

の
拡
大
を
図
り
ま
す
劤 

 

今
総
会
は
役
員
の
改
選
期
に
あ
た
り
䣍
新

役
員
の
選
任
が
審
議
さ
れ
た
結
果
䣍
下
段
の

方
々
の
就
任
が
承
認
さ
れ
䣍
新
役
員
を
代
表

し
て
山
口
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
䣎 

本
年
度
は
䣍
新
し
い
役
員
体
制
の
も
と
䣍 

こ
の
四
つ
の
プ
ラ
ン
を
重
点
事
業
と
し
て
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
䣎 

会
員
各
位
の
ご
支
援
䣍
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
䣎 

ま
た
䣍
議
案
審
議
終
了
後
䣍
今
回
退
任
さ

れ
る
理
事
の
方
々
に
新
潟
県
商
工
会
連
合
会

よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
の
で
䣍
ご

報
告
い
た
し
ま
す
䣎 

退
任
者 

 
小
林 

市
蔵 

様 
高
野 

浩
和 

様 

 

村
山 
朋
浩 

様 

小
池 

富
美
雄 

様 

 

        

小
須
戸
商
工
会
新
役
員
体
制 

会 

長 

山
口 

能
行 

 
 

再
任 

副
会
長 

星
田 

浩
意 

 
 

再
任 

〃 
 

藤
田 

啓
典 

 
 

再
任 

理 

事  

中
野 

 

勇 
 
 

新
任 

〃    

板
井 

雅
明 

   

再
任 

〃    

高
野 

和
之 

 
 

再
任 

〃 
 

砂
井 

時
雄 

 
 

再
任 

〃 
 

梅
津 

三
洋 

 
 

再
任 

〃 
 

相
田 

 

一 
 
 

新
任 

〃 
 

内
山 

芳
郎 

 
 

再
任 

〃 
 

武
田 

 

聡 
 
 

再
任 

〃 
 

星
野 

信
也 

新
任 

〃 
 

川
瀬 

雅
司 

再
任 

〃 
 

吉
田 

松
夫 

再
任 

 

〃 
 

高
井 

 

学 

再
任 

〃 
 

加
藤 

由
輝 

再
任 

〃 

䥹
青
年
部
長
䥺 

渡
辺 

 

純 

再
任 

〃 

䥹
女
性
部
長
䥺 

高
橋 

綾
子 

再
任 

監 

事 

小
見 

健
雄 

再
任 

〃 
 

名
古
屋 

信
広 

再
任 

６月 

の花 

あじさい 

商
工
こ
す
ど 

か
わ
ら
版 

第２８８号 

小須戸 

商工会 

令
和
六
年
度
事
業
計
画
等
を
決
定 

第
六
十
四
回
通
常
総
会
が 

開
催
さ
れ
ま
し
た 

 

☆
令
和
六
年
度 

重
点
目
標 

一
卒
組
織
率
向
上
対
策
事
業
の
推
進 

二
卒
財
政
基
盤
の
充
実
強
化 

三
卒
経
営
改
善
普
及
事
業
並
び
に
経
営
発
達 

支
援
事
業
に
よ
る
伴
走
型
支
援
の
積

極
的
推
進 

四
卒
商
業
活
性
化
事
業
の
推
進 

五
卒
広
域
連
携
事
業
の
推
進 

六
卒
行
政
及
び
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携

協
調 
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総
会
終
了
後
䣍
会

場
を
山
勢
に
移
し

て
懇
親
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
䣎
来
賓
・

会
員
同
士
の
情
報

交
換
や
親
睦
を
深

め
る
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
䣎 

第
四
北
越
銀
行

小
須
戸
支
店
倉
嶋

支
店
長
様
よ
り
中

締
め
の
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
䣍
閉
宴
し

ま
し
た
䣎 

今
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
定
額
減
税
に
つ
い

て
ᵧ
政
府
が
関
連
す
る
法
律
の
施
行
規
則
を

改
正
し
た
こ
と
に
よ
り
ᵧ
給
与
な
ど
を
支
払

う
事
業
所
は
ᵧ
所
得
税
の
減
税
額
を
給
与
明

細
に
明
記
す
る
よ
う
対
応
が
必
要
で
す
ᵨ 

政
府
が
実
施
す
る
定
額
減
税
で
は
䣍
一
人

当
た
り
年
間
で
所
得
税
が
三
万
円
䣍
給
与
所

得
者
に
つ
い
て
は
䣍
扶
養
家
族
の
分
も
含
め

て
䣍
六
月
一
日
以
降
に
最
初
に
受
け
取
る
給

与
等
䥹
賞
与
含
む
䥺
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
䣎

一
度
に
減
税
し
き
れ
な
い
場
合
は
䣍
減
税
し

終
わ
る
ま
で
翌
月
以
降
も
控
除
さ
れ
ま
す
䣎 

一
方
䣍
住
民
税
は
一
万
円
減
税
さ
れ
ま
す
䣎

六
月
分
は
一
律
䣍
徴
収
さ
れ
な
い
た
め
明
細

上
は
０
円
と
な
り
䣍
七
月
以
降
の
十
一
䣿
月

で
䣍
減
税
が
反
映
さ
れ
た
納
税
額
が
徴
収
さ

れ
ま
す
䣎 

昨
年
も
実
施
い
た
し
ま
し
た
ᵧ
小
須
戸
商

工
会
の
各
部
会
共
同
事
業
ᵧ
共
同
広
告
を
今

年
度
も
作
成
い
た
し
ま
す
ᵨ 

䣗
発
行
月
䣘䥹
予
定
䥺 

七
月
上
旬
䣍
十
二
月
上
旬 

䣗
掲
載
料
䣘
無
料 

䣗
申
込
方
法
・
期
限
䣘 

今
月
の
配
布
物
に
申
込
書
を
同
封
い
た
し

ま
す
の
で
䣍ご
記
入
の
上
䣍六
月
十
三
日䥹
木
䥺

ま
で
に
商
工
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
䣎 

身
の
回
り
の
お
悩
み
を
法
律
相
談
で
解
決

し
て
み
ま
せ
ん
か
ᵨ
個
人
情
報
は
厳
守
さ
れ

ま
す
ᵨ 

例
え
ば…

 

・
利
息
の
過
払
い
請
求
ᵧ
従
業
員
と
の
労
働

契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど 

・
売
掛
金
の
回
収
ᵧ
保
証
人
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
な
ど 

・
後
継
者
へ
の
事
業
承
継
ᵧ
遺
産
相
続
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど 

・
商
品
販
売
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
ᵧ
交
通
事

故
の
賠
償
な
ど 

䣗
相
談
日
䣘
令
和
六
年
七
月
二
日
䥹
火
䥺 

午
前
十
時
䦅
十
二
時 

※
相
談
時
間
は
原
則
䣍
一
組
三
十
分
で
す
䣎 

䣗
会 

場
䣘
小
須
戸
商
工
会
館 

䣗
相
談
員
䣘
板
垣 

剛 

弁
護
士 

䣗
申 

込
䣘 

相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
の
で
䣍
相
談
日

の
二
日
前
ま
で
に
小
須
戸
商
工
会
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
䣎 

商
工
会
費
に
つ
い
て
ᵧ
事
前
に
お
伝
え
し

て
い
る
と
お
り
ᵧ
令
和
六
年
度
は
二
回
に
分

け
て
の
納
入
と
な
り
ま
す
ᵨ 

 

つ
き
ま
し
て
は
ᵧ
令
和
六
年
度
分
第
一
回

目
の
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
次
の
日
程
で
口

座
振
替
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
ᵨ 

䣗
口
座
振
替
日
䣘 

 

令
和
六
年
六
月
十
七
日
协
月
卐 

商
工
会
の
口
座
に
お
振
込
み
さ
れ
る
場
合

は
䣍
左
記
の
口
座
へ
入
金
を
お
願
い
し
ま

す
䣎
な
お
振
込
手
数
料
は
会
員
様
の
ご
負

担
で
お
願
い
致
し
ま
す
䣎 

䣗
振
込
先
䣘 

銀 

行 

名 

第
四
北
越
銀
行
小
須
戸
支
店 

普
通
預
金 

〇
七
〇
〇
〇
六
九 

口
座
名
義 

小
須
戸
商
工
会 

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
ᶝ
公
益
財
団
法
人
に
い
が
た
産

業
創
造
機
構
ᶞ
は
ᵯγ
新
潟
県
の
産
業
を
活
性

化
す
る
ᵰ
を
使
命
に
ᵧ
県
内
企
業
の
皆
さ
ま

を
応
援
し
て
い
ま
す
ᵨ 

ᵱ
事
業
内
容
ᵲ 

○
新
商
品
・
新
技
術
を
開
発
し
た
い 

○
市
場
顧
客
の
ニ
ᶌ
ズ
が
わ
か
ら
な
い 

○
売
れ
る
商
品
づ
く
り
と
は 

 
 

な
ど 

皆
さ
ま
の
挑
戦
や
お
悩
み
を
ᵧ
多
彩
な
メ
ニ

ᶇ
ᶌ
に
よ
り
サ
ポ
ᶌ
ト
し
ま
す
ᵨ 

補
助
金
等
資
金
的
支
援
を
は
じ
め
ᵧ
専
門
家

等
の
ア
ド
バ
イ
ス
ᵧ
セ
ミ
ナ
ᶌ
・
講
座
・
研

修
ᵧ
オ
フ
ᶁ
ス
・
設
備
レ
ン
タ
ル
ᵧ
マ
ᶅ
チ

ン
グ
支
援
ᵧ
テ
ス
ト
マ
ᶌ
ケ
テ
ᶁ
ン
グ
支
援
ᵧ

商
品
評
価
ブ
ラ
ᶅ
シ
ᶇ
ア
ᶅ
プ
な
ど
様
々
な

支
援
を
行
ᵻ
て
い
ま
す
ᵨ 

ᵱ
お
問
い
合
せ
先
ᵲ 

公
益
財
団
法
人
に
い
が
た
産
業
創
造
機
構 

電
話 

〇
二
五‐

三
八
四‐

〇
六
五
四 

Ｅ
メ
ᶌ
ル 

in
fo

@
n
ic

o
.o

r.jp
 

         

商
工
会
各
部
会
共
同
事
業 

 
 

商
工
会
共
同
広
告
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

募
集
に
つ
い
て 

ニ
コ
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か 

無
料
法
律
相
談
の 
 

 
 

 
 

 
ご

案

内 

ᵱ
定
額
減
税
ᵲ
給
与
明
細
に
所
得
税 

減
税
額
の
明
記
を
義
務
付
け 

商
工
会
費
の
納
入
の
お
願
い 


